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疾患名から
治療薬と処方例が
すぐわかる本

歯 科

編者
朝波惣一郎／王　宝禮

’10／’11

本書の使い方
ベストな処方箋の書き方
処方表記の解釈の違いによる
　薬剤量の間違い
知っておきたい投薬のポイント
薬の副作用,相互作用の基本

いま知っておきたい薬の話

抗凝固薬と抗血小板薬
ビスフォスフォネート系薬物
　（BP製剤）
歯周病に対する抗菌薬の
　投薬基準
漢方薬の保険適用の考え方
禁煙補助薬のメカニズム
ジェネリック医薬品（後発品）とは

Chapter 1
炎症

智歯周囲炎
インプラント周囲炎
顎骨骨膜炎
顎骨骨髄炎（ビスフォスフォネー
　ト系薬物による）
化膿性骨髄炎

びまん性硬化性骨髄炎
顎下リンパ節炎
蜂窩織炎
急性唾液腺炎
慢性唾液腺炎
慢性硬化性唾液腺炎
線維素性唾液管炎
　（クスマウル病）
流行性耳下腺炎
外歯瘻
口腔梅毒
口腔結核
顎放線菌症
歯性上顎洞炎

Chapter 2
外傷

歯の脱臼
歯槽突起骨折
口腔軟組織の裂傷
顎骨骨折

Chapter 3
口腔粘膜疾患

舌炎（鉄欠乏性貧血）

舌炎（悪性貧血）
黒毛舌
地図状舌
溝状舌
正中菱形舌炎
口腔カンジダ症
クインケ浮腫
薬物性口内炎
白板症
紅板症
扁平苔癬
天疱瘡
類天疱瘡
再発性アフタ
ベドナーアフタ
褥瘡性潰瘍
急性疱疹性歯肉口内炎
帯状疱疹
単純疱疹（口唇ヘルペス）

Chapter 4
機能・感覚異常

末梢性顔面神経麻痺／
　ベル麻痺(特発性顔面神経麻痺)
術後三叉神経知覚障害
三叉神経痛

舌咽神経痛
舌痛症
顎関節症における関節痛
顎関節症における筋痛
味覚障害

Chapter 5
その他／口腔外科疾患

皮下気腫
ドライソケット
血腫
異常出血
小手術・抜歯後疼痛
口腔乾燥症

Chapter 6
歯の疾患

う蝕
急性根尖性歯周炎
慢性根尖性歯周炎
歯根未完成歯の歯髄炎
歯根未完成歯の感染根管
象牙質の知覚過敏症・
　露出歯根の知覚過敏症
歯根外部吸収

う蝕の予防薬
変色歯

Chapter 7
歯周疾患

歯肉炎
剥離性歯肉炎
壊死性潰瘍性歯肉炎
慢性歯周炎
侵襲性歯周炎
歯肉増殖症
歯周手術後の疼痛
急性歯周膿瘍
口臭症
歯周病の検査キット
歯周病予防薬（軽度歯周炎／
　歯肉炎／口臭症）
歯肉（メラニン）色素沈着

C O N T E N T S

各
疾
患
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
治
療
薬
と

各
疾
患
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
治
療
薬
と

　
　

全
身
疾
患
を
も
つ
患
者
へ
の
選
択
薬
を
開
示

　
　

全
身
疾
患
を
も
つ
患
者
へ
の
選
択
薬
を
開
示

各
疾
患
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
治
療
薬
と

　
　

全
身
疾
患
を
も
つ
患
者
へ
の
選
択
薬
を
開
示

わかりやす
い処方集
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®　1錠100
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1錠　毎食

後　4日分



薬 ’10／’11 歯科 疾患名から治療薬と処方例がすぐわかる本 冊注文します。
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※ご記入いただいた個人情報は、弊社の新刊案内、講演会等の案内に利用させていただきます。
※ご指定納入店がない場合は送料を頂き、代金引換宅配便でお送りさせていただきます。

　本書は、各疾患のスペシャリストに日常使っている治療薬を第1選択薬から開示いていただき、投薬効果によ
っては次の処方に変更できる特徴を持っている。また超高齢社会にあわせて、全身疾患を持っている患者への処
方を掲載しており、投薬のポイントとともに臨床現場で使いやすい処方集となっている。処方量を間違えると事
故につながる恐れがある。今年度は厚生労働省からの通告にしたがい、処方量に誤解を招かないように1回量を
明記し、＜薬剤名®、1錠100mg、1回1錠、1日3回、毎食後、4日分＞とわかりやすい表記としている。診療室
の常備書。
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